
令和５年度 第３回学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時   令和５年１１月９日（木）１４時１５分から 1６時００分まで 

２ 開 催 場 所   和田小学校 視聴覚室 

３ 出 席 委 員   鈴木 滋芳、齋藤 博、髙橋 靖博、林 實、神谷 みち子、 

箕浦 利弘、安藤 さゆり、山内 慶一 

４ 学 校   横井 靖二（校長）、岡本 綾子（教頭）、平本 智之（主幹教諭）、  

            伊藤 裕美（ＣＳディレクター） 

５ 教育委員会   堀田 洋一（教育総務課） 

６ 傍 聴 者   なし 

７ 会議禄作成者  ＣＳディレクター 伊藤 裕美 

８ 議長の選出 

    司会から、議長の選出について林委員を推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承 

認した。 

９ 協 議 事 項    

⑴ 学校のことを知ろう 

① 授業についての意見交換 

② 「学習指導要領」「教育課程」などの用語について      

⑵ 子供の居場所づくりについて 

 

10 会 議 記 録 

    司会から、委員過半数の出席があり、会議が成立している旨の報告があった。 

⑴ 学校のことを知ろう 

① 授業についての意見交換  

会議前に授業参観を行い、それについて意見交換した。 

    

     ・グループでの話し合いやタブレットを使った授業をみて、教材や指導の方法が以前と

比べて進化していると感じた。（林委員） 

・学習ボランティアに何度か参加して、子供たちと顔見知りになったので、子供たちが

笑顔で手を振って挨拶をしてくれて嬉しかった。子供たちが学校の外でも挨拶をして

くれるようになり、一緒にボランティアに参加した友人も子供たちの反応を喜んでい

た。（安藤委員） 

・カラフルな教材と教員のオリジナリティを感じる授業内容で、子供たちも楽しそうだ

った。教員と子供たちとの距離感もクラスごとに様々で、教室の雰囲気も違い面白か

った。教員の皆さんが指導の仕方をそれぞれに工夫しているのを感じた。 

（髙橋委員） 

・外国語の授業では、昔のように文法だけでなく、英会話を楽しむ雰囲気が伝わってき

て、現代的だなと感じた。 



・子供たちが活発に意見を出し合い、全員で黒板を使いながら楽しそうな授業が見られ

た。３年生の教室の前に飾られた運動会の絵は、活気のある雰囲気が伝わってきた。

コロナ禍が明けて、子供たちが通常の運動会を楽しんだ様子を感じられて良かった。

（齋藤委員） 

・タブレットを使った授業では、個々のペースが違う中、子供同士で自主的に助け合う

姿が見られた。（神谷委員） 

・ユニバーサルデザイン、ラケットベースボール等、昔はなかった内容の授業で、子供

たちが学校で様々な事を経験させてもらっていると感じた。（山内委員） 

 

② 「学習指導要領」「教育課程」などの用語について 

学校運営協議会の活動をより意味のあるものとする為、担当教員から「学習指導要

領」「教育課程」「教科と領域」等の用語の説明があり、それについて意見交換をし

た。また、校長から来年度の学校経営構想の方向についての説明があった。 

 

     ・教科以外の教育的活動についての説明を聞いて、普段は考えないような身近な社会問

題についての学習が、外国語や総合の時間等に学年ごとにしっかりと考えられている

ことを知り、感心した。（鈴木委員） 

    

⑵ 子供の居場所づくり 

   教頭より、本校の不登校児、不登校傾向児の状況についての説明があり（資料参照）、学 

校での居場所、また地域での受け入れ状況等について情報を共有し、それについて意見交換 

をした。 

   

     ・子ども食堂に携わっているので、少し紹介をしたい。みんなの食堂そら、SOMPO龍、

子ども食堂 MAGOKORO等、和田小近隣にもたくさんのこども食堂がある。それぞれの

団体が様々な目的をもって活動していて、食事の提供だけでなく、その場所で宿題を

したり、介護の仕事の体験をしたり、地域の人との関わりをもったりと様々な経験が

できる。ただ、本当に緊急性のある子供はその場にいく事もできないかもしれない。                   

（安藤委員） 

・不登校児、教室にいられない子に対してどのような対応をしているのか。 

（齋藤委員） 

⇒保健室でプリントに取り組んだりしている。担任や養護教諭等が対応しながら時間

を過ごしている。不登校の児童については、担任やスクールソーシャルワーカーだ

けでなく、医療機関や福祉機関と連携して対応することもある。（教頭） 

     ・地域に気になる子がいたら民生委員に連絡をしていただけたら、行政機関と連携をと

って関わっていくことができるので、ぜひ声をかけてほしい。（箕浦委員）  

     

 

 



⑶ その他 

◎学校ボランティアについて 

２学期は家庭科のミシンボランティアや、読み聞かせを含めて合計２３回の活動をした。

２年目になって活動が地域に浸透してきていると感じる。ボランティア同士のつながりも大

切にしながら、引き続き活動していきたい。（神谷ＣＤ） 

 

◎諸連絡 

教頭より、次回の学校運営協議会は１月１１日に開催するとの報告があった。 

  

以上 

 


